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一
 

懐
し
い

「
筆
耕」
 の
語
も
、
書
誌
学
専
門
の
辞
典
な
ど
で
は
、
 

か
え
っ
て
 「
筆
工
」
の
項
目
に
東
ね
ら
れ
る
ご
時
勢
で
あ
る
。
本

屋
に
雇
わ
れ
、
写
字
や
版
下
浄
書
に
携
わ
る
仕
事
を
筆
耕
と
言
い
、
 

か
つ
そ
の
よ
う
な
し
が
な
い
活
計
の
徒
を
も
同
名
を
も
っ
て
呼
ぶ
。
 

後
漢

の
班
超
貧
時
の
嘆
声
に
発
す
る
、
久
し
く
使
い
慣
れ
た
語
で

あ
る
。
わ
が
近
世
の
儒
生
で
、
そ
の
学
の
浅
博
、
才
の
非
英
に
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
傭
書
筆
耕
を
事
と
し
た
員
数
は
、
ま
こ
と
無
量

で
あ
る
。
こ
の
た
び
は
、
筆
も
て
硯
田
を
耕
し
た
、
む
し
ろ
博
治

の
士
の
事
例
二
、
三
を
顧
み
て
み
よ
う
。
 

一
 
一

 

ま
ず
、
年
齢
順
に
高
芙
蓉
（

一
七
二
ニ
ー
八
四
）
に
登
場
を
願
う
。
 
 

芙
蓉
は
甲
州
出
身
で
京
都
に
住
み
、
父
は
医
者
で
自
ら
も
は
じ
め

医
を
志
し
た
が
、
い
つ
し
か
儒
業
に
傾
き
、

つ
い
に
築
刻
家
と
し

て
名
を
成
し
た
。
古
銅
印
に
着
目
し
て
蒼
古
な
古
体
風
を
う
ち
樹

て
、
印
聖
の
誉
れ
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
。
け
れ
ど
も
芙
蓉
は
、
 

こ
の
非
凡
な
刀
技
を
安
易
に
売
る
こ
と
は
な
く
、
知
己
よ
り
の
嘱

印
に
は
快
く
応
え
は
し
た
が
、
そ
の
日
常
は
友
人
や
書
津
の
た
め
、
 

筆
耕
と
し
て
力
を
貸
し
、
お
の
れ
の
生
業
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
 

宝
暦
十
二
年
（

一
七
六
二
）
京
都
林
九
兵
衛
・
同
権
兵
衛
・
風

月
庄
左
衛
門
三
津
発
行
の
松
江
藩
儒
桃
白
鹿
（

一
七
二一
T
一
八
〇

一
）著
『
世
説
新
語
補
考
」
 二
巻
二
冊
は
、
そ
の
題
簸
や
袋
の
文

字
と
も
ど
も
、
高
芙
蓉
が
版
下
を
認
め
た
こ
と
、
お
よ
び
明
和
一
一

年
（

一
七
六
五
）
京
都
葛
西
市
郎
兵
衛

（
水
玉
堂
・
天
王寺
屋
）
発

行
の
、
同
じ
く
松
江
藩
儒
で
在
江
戸
の
宇
佐
美
漕
水
（

一
七
一
〇
 



ー
七
六
）
考
訂
、
荻
生
祖
像
著
「
読
萄
子
」
 四
巻
四
冊
に

つ
い
て

も
、
芙
蓉
が
白
鹿
を
わ
ず
ら
わ
せ
、
考
訂
者
濡
水
と
出
版
書
津
林

文
会
堂
と
の
間
を
周
旋
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
、
白
鹿
宛
て
芙

蓉
書
翰
で
判
明
す
る
。
以
下
、
当
該
部
と
刻
印
依
嘱
に
関
す
る
く

だ
り
と
を
抄
出
す
る
。
 

然
者
貴
著
世
説
考
、
先
回
未
全
之
刷
板
、
柏
店
へ
向
相

達
申
候
処
、
定
而
御
披
閲
与
奉
存
候
、
此
度
全
部
二
冊
序
践

共
漸
成
候
而
、
二
冊
校
正
本
、
林
生
6
携
来
候
、
則
呈
書
仕

候
、
且
先
回
御
約
盟
仕
候
通
、
於
此
地
剤
劇
失
鋳
等
、
井
傍

点
之
差
等

ハ
、
僕
一
本
ヲ
刷
ラ
セ
、
乃
校
正
候
、
文
字
誤
写

等
御
考
定
之
葉
々
、

一
片
二
片
6
段
々
早
く
御
報
被
下
候
様

ニ
相
待
罷
在
候
、
此
段
林
生
も
宜
申
上
度
与
申
候
、
外
題
文

字
部
面
之
嚢
文
字
等
、
僕
写
字
仕
候
、
甚
見
苦
候
得
共
、
林

子
請
申
候
故
写
字
仕
候
、
 

（
中
略）
 

一
読
萄
子
之
一
件
、
段
々
御
労
心
被
下
候
而
、
自
江
都
宇
佐

美
先
生
、
天
王
寺
屋
へ
、
貴
書
到
来
候
而
、
御
許
容
被
下
候

而
、
此
間
招
牌
差
出
候
而
、
甚
満
悦
仕
候
、
万
々
御
労
煩
被

下
候
、
宜
御
礼
申
上
度
旨
申
候
、
 

一
貴
印
御
託
置
、
段
々
彫
刻
仕
候
、
松
江
山
水
之
句
思
召
候

ハ
、
、
早
々
御
申
越
可
被
下
候
、
於
此
地
遠
察
仕
候
得
共
、
 
 

得
与
其
意
ヲ
見
聞
不
仕
候

ヘ
ハ
、
不
当
之
事
も
間
候
ヘ

ハ
、
 

皆
々
全
仕
候
而
、
相
下
し
可
申
候
、
先
回
懸
御
目
申
候
貴
名

貴
字
印
い
か

、
候
哉
、
是
又
不
応
貴
意
候

ハ
、
、
改
鍋
可
仕

候
、
急
発
卿
々
不
成
字
候
不
備
、
 

四
月
十
三
日
 

大
島
逸
記
（
彪
）
 

子
深
桃
先
生

 

三
 

原
翰
は
出
雲
広
瀬
の
桑
原
氏
蔵
と
の
こ
と
で
、
わ
た
く
し
は
写

真
を
桃
白
鹿
の
後
育
、
桃
裕
行
氏
よ
り
恵
ま
れ
た
。
ま
た
相
見
香

雨
氏
は
、
「高
芙
蓉
と
来
禽
（
中
）
」
（
「
池
大
雅
画
譜
」
月
報
「
南
画

研
究
」
二
巻
九
号
〈
通
巻
十
九
号
、
池
大
雅

特
輯
 

1
7
 

〉
昭

和
 
3
3
 

・
9
・
1
、
 

中
央
公
論
美
術
出
版
。
日
本
書
誌
学
大

系
 
4
5
 

(
2）
「相
見
香
雨
集
」
一
一

昭和
 
6
1
 

・
9
・
 

2
5
 

、
青
裳
堂
書
店
刊
に
再
録
）
に
写
真
と
も
ど
も
紹
介

さ
れ
、
裁
書
年
代
を
安
永
八
年

（
一
七
七
九
）四
月
十
三
日

と
断

じ
て
お
ら
れ
る
。
わ
た
し
は
先
述
「
世
説
新
語
補
考
」
「
読
萄
子
」
 

二
書
の
刊
年
と
書
翰
の
記
事
ょ
り
推
し
て
、
十
四
、
五
年
遡
る
宝

暦
末
年
頃
と
考
え
る
。
 

桃
白
鹿
は
林
家
昌
平
校
出
身
の
朱
子
学
者
で
あ
る
が
、
養
父
東

園
は
荻
生
祖
棟
高
弟
の
太
宰
春
台
門
で
、
こ
の
養
父
に
も
導
か
れ

 

た
柔
軟
な
折
衷
的
学
風
で
、
白
鹿
は
本
藩
松
江
藩
校
文
明
館

の
教
 

5
9
 



導
に
任
じ
、

一
方
宇
佐
美
潜
水
は
祖
像
晩
年
の
弟
子
な
が
ら
、
護

園
八
子
の
一
人
に
算
え
ら
れ
、
こ
ち
ら
は
江
戸
藩
邸
で
世
子
松
平

治
郷
の
侍
講
を
勤
め
る
と
い
う
、
ま
さ
に
そ
の
学
風
も
在
所
も
東

西
呼
応
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
、
両
書
の
刊
行
地

京
都
在
の
高
芙
蓉
は
、
著
者
や
校
訂
者
の
学
風
如
何
に
拘
ら
ず
、
 

著
述
の
上
梓
達
成
の
た
め
、
さ
な
が
ら
車
の
こ
し
き
の
よ
う
に
、
 

己
れ
を
虚
し
う
し
周
旋
奔
走
に
努
め
て
い
る
。
 

版
下
筆
耕
の
み
な
ら
ず
、
芙
蓉
校
訂
の
漢
籍
や
そ
の
模
刻
に
成

る
法
帖

・
印
譜
類
も
い

ろ
い
ろ
知
ら
れ

て
い
る
（
水
田
著
、
日
本

書
誌
学
大
系
 4
3
 
「
日
本築
刻
史
論
考
」
昭
和
 6
0
 
・
1
・
 
2
5
 
、
青
裳
堂
書

店
）
。ま
た
和
文
で
も
、
寛
政
十
二
年
（

一
八
〇〇
）
大
坂
藤
屋
弥

兵
衛

・
河
内
屋
太
助
二
津
刊
、
木
下
順
庵
門
の
朱
子
学
者
新
井
白

石
著
『
鬼
神
論
」
 の
封
面
に
は

「
芙蓉
高
先
生
校
定
」
と
あ
り
、
 

そ
の
生
前
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
開
版
御
願
に
も
、
実
際
に
 

「校
正
者
高
孟
彪
（
甲
斐
）」
と
届
け
出
さ
れ
て
い
る
（
「類
大
阪

出
版
書
籍
目
録
」
）
。孟
彪
と
は
芙

蓉
の
名
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
 

そ
の
身
上
で
あ
る
築
芸
は
も
っ
と
も
い
と
お
し
み
つ
つ
も
、
不
党

不
偏
、
如
上
の
版
下
書
き
や
校
訂
の
所
業
に
砕
身
し
た
芙
蓉
の
面

目
こ
そ
、
ま
さ
に
筆
耕
者
の
真
骨
頂
を
見
る
思
い
で
あ
る
。
 

四
 

国
書
と
漢
籍
と
を
問
わ
ず
、
学
統
学
派
に
拘
ら
ず
、
傭
書
に
徹

し
た
浪
華
の
代
表
的
筆
耕
高
安
蔵
屋
（
ー
一
七
九
二
、
三
ー
寛
政
四
、
 

五
年
残
か
令
浪
速
人
傑
談
」
〉
）
をつ
ぎ
に
迎
え
よ
う
。
蔵
屋
は
浪

華
住
で
あ
っ
た
が
、
さ
き
の
高
芙
蓉
と
も
面
識
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
 

そ
の
著
『
有
斐
斎
剤
記
」
（
内
閣文
庫
蔵
）
第
一
で
 
「
友
高
儒
皮

言
」
云
々
と
呼
ん
で
い
る
。
儒
皮
と
は
芙
蓉
の
字
で
あ
る
。
薦
屋

の
こ
と
は
、
頼
山
陽
の
父
頼
春
水
（
一
七
四
六
ー
一
八
一
六
）
の
在

坂
（
摂
津
）
追
想
記
『
在
津
紀
事
』
に
詳
ら
か
で
あ
る
。
本
書
は

春
水
が
二
十
歳
過
ぎ
か
ら
多
感
な
十
六
年
間

（
一
七
山ハ
」ハ
ー
八
一
）
 

浪
華
に
在
っ
て
混
沌
詩
社
に
参
じ
、
社
中
の
後
輩
と
し
て
周
旋
に

努
め
た
想
い
出
を
、
後
年
文
化

七
年
（
一
八
一
〇
）
に
ま
と
め
さ

せ
た
断
章
の
花
東
で
、
壮
時
の
回
想
は
徐
ろ
に
昇
華
し
、
当
時
の

結
社
活
動
の
実
態
を
如
実
に
伝
え
る
好
個
の
文
字
と
な
っ

て
い
る
。
 

蔵
屋
に
関
す
る
二
章
の
は
じ
め
に
、
そ
の
筆
耕
活
動
に
触
れ
、
 

高
荘
二
郎
流
蕩
落
魂
、

傭
書
為
レ
生
、戯
草
・
源
語
梯
・
及

入
江
昌
喜
講

著
述
、
皆
係
ニ
高
生
書
「
初
書
法
俗
晒
、
余
家

蔵
二
渡
辺
素
平
書

一
軸
「
借
与
摸

レ
之
、書
法
一
変
、
常
称
二

余
徳
」
 
（
下巻
十
二
丁
表
）
 

と
、
そ
の
版
下
に
な
る
と
い
う
国
書
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
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最
初
に
挙
げ

ら
れ
た
 
「
戯
草
」
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
刊

雨
森
芳
洲
（
一
六
六
八
ー
一
七
五五
）
著
平
が
な
随
筆
「
た
は
れ
ぐ

さ
」
 三
巻
三
冊
で
あ
る
。
以
下
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
刊
五

井
純
禎
（
蘭
洲
一
六
九
七
ー
一
七
六
二
）
著
「
源
語
梯
」
 三
巻
三
冊
、
 

入
江
昌
喜
（
一
七
二
ニ
ー
一
八
〇
〇
）
関
係
の
安
永
三
年
（

一
七
七

四
）
刊
「
幽
遠
随
筆
」
二
巻

二
冊

（
絶
版
）
、安
永
八
年

（
一
七
七

九
）
刊
『
青
陽
唱
詰
』
 一
巻
一
冊
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
刊
 

「久
保
之
取
蛇
尾
」
三
巻
三
冊
、
同
年
刊
「
竹
取
物
語
抄
」
 二
巻

二
冊
（
小
山
儀
著
、
昌
喜
校
）
、寛
政
五
年
（
一
七
九
」
ご
刊
「
異
名

分
類
抄
」
四
巻
一
冊
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
 

五
 

虚
屋
に
つ
い
て
は
、
森
銑
三
氏
が
詳
し
く
調
べ
ら
れ

（「
高
安
萱

屋
」
、「新
橋
の
狸
先
生
」
昭
和
 1
7
 
・
5

・
 
2
0
 

、
二
見
書
房
刊
所
収
。
「高

安
蔵
屋
遺
事
」
と
と
も
に
「森
銑
三
著
作
集
」
第
四
巻
人物
篇
四
、
昭
和
 

4
6
 
・
8
・
 2
5
 
、
中
央
公
論
社
刊
に
再
録
）
、
そ
の
版
下
に
成
る
書
も
、
 

右
の
ほ
か
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
刊
加
藤
宇
万
伎
著
『

雨
夜
物

語
だ
み
こ
と
ば
』
 二
巻
二
冊
、
天
明
元
年
（
一
七
八
こ

刊
稲
葉

通
龍
著
『
装
銀
奇
賞
」
七
巻

七
冊
、
天
明
三
年
（
一
七
八
」
。
刊
 

『鬼
貫
発
句
集
』
 二
冊
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
刊
生
白
堂
行

風
編
狂
歌
集
改
編
「
後
撰
夷
曲
集
」
三
冊
、
稲
葉
通
龍
補
正
「
鮫
  

皮
精
義
」
二
冊
、
同
「
更
紗
図
譜
」
一
冊
、
橘
国
雄
著
「
抱
芳
斎

雑
画
」
 三
冊
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
序
寛
政

七
年

（
一
七
九

五
）
刊
富
士
谷
成
章
著
「
非
な
る
べ
し
』
 二
冊
、
天
明
年
間
刊
五

升
庵
蝶
夢
著
『

遠
江
の
記
』
一
冊
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
刊

橘
南
鉛
著

「
西遊
記
続
編
』
 五
冊
な
ど
、
い
ず
れ
も
版
下
は
蔵
屋

の
筆
と
い
う
の
が
森
氏
の
見
解
で
あ
る
。
か
つ
、
「掘
芳
斎
雑
画
」
 

上
巻
の
 
「
雑
画
図意
」
な
る
一
文
は
、
版
下
の
み
で
な
く
文
章
そ

の
も
の
も
、
コ
種

の
と
ぼ
け
た
味
」
か
ら
芦
屋
作
か
と
森
氏
は

説
か
れ
る
。
版
下
書
き
が
専
業
の
は
ず
の
筆
耕
と
し
て
は
、
確
か

に
分
を
越
え
た
挙
に
違
い
な
い
が
、
所
詮
そ
れ
も
才
の
然
ら
し
む

る
所
業
で
あ
ろ
う
か
。
 

蔵
屋
筆
版
下
の
美
し

さ
は
、
「
久保
之
取
蛇
尾
」
と

「た
は
れ

ぐ
さ
」
に
極
ま
る
。
そ
の
印
象
を
森
氏
は
、

「
そ
の
書
、
硬
に
失

せ
ず
、
軟
に
堕
せ
ず
、
品
格
も
あ
り
、
瓢
逸
の
趣
も
あ
り
、
細
字

な
が
ら
感
じ
が
ゆ
つ
た
り
し
て
カ
て
、
何
と
も
い
へ
ぬ
気
持
の
よ

さ
を
持
つ
て
カ
る
」
と
評
さ
れ
る
。
ま
こ
と
、
適
評
で
あ
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
か
の
頼
春
水
も
高
安
薦
屋
版
下
本
の
筆
頭
に
数

え
あ
げ
た
 
「
戯草
」
、
す
な
わ
ち
雨
森
芳
洲
の
平
が
な
随
筆
「
た

は
れ
ぐ
さ
」
 の
版
本
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
関
説
し
た
い
。
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六
 

「た
は
れ
ぐ
さ
」
上
中
下
三
巻
三
冊
は
著
者
雨
森
芳
洲
照
後
三

十
四
年
後
の
寛
政

元
年
（

一
七
八
九
）
己
酉
秋
九
月
、
大
坂
心
斎

橋
筋
南
久
宝
寺
町
高
橋
平
助
・
同
心
斎
橋
筋
南
久
太
郎
町
高
橋
喜

助
二
津

よ
り
初
版
発
刊
、
そ
の
ま
た
三
十
六
年
後
の
文

政
八
年
 

（
一
八二
五
）
乙
酉
四
月
、
四
都
四
津
、
尾
張
永
楽
屋
藤
四
郎
・

江
戸
大
坂
屋
茂
吉
・
京
都
吉
野
屋
仁
兵
衛
・
大
阪
藤
屋
善
七
か
ら

初
版
と
同
一
版
木
で
再
刊
さ
れ
た
。
「
たわ
れ
草
 
三
冊
」
 の
出

願
は
発
刊
五
年
前
の
天
明

四
年
（

一
七
八
四
）
二
月
、
許
可
は
同

三
月
五
日
で
、
「
作
者
 
雨
森
東
五
郎
（
対
州
）
、板
元
 
塩
屋
平

助
（
南
久
太
郎
町
六
丁
目
）
」と
あ
る
（
「譲
大
阪

出
版
書
籍
目
録
」
）
。
 

と
こ
ろ
が
、
板
元
塩
屋
平
助
の
住
所
は
初
版
刊
記
で
は
南
久
宝
寺

町
に
移
り
、
南
久
太
郎
町
は
連
名
の
同
喜
助
の
そ
れ
に
代
わ
っ
て

い
る
。
 

こ
れ
よ
り
前
、
同
じ
著
者
の
漢
文
随
筆
「
橘
窓
茶
話
』
上
中
下

三
冊
が
、
『た
は
れ
ぐ
さ
」
 の
出
願
二
年
後
、
発
刊
三
年
前
の
天

明
六
年

（
一七
八
六
）
丙
午

五
月
に
、
浪
華
の
儒
者
篠
崎
三

島
 

（
一七
三
七
ー
一
八
一
三
）
の
校
訂
で
三
都
四
津
よ
り
発
刊
さ
れ
て

い
る
が
、
う
ち
大
坂

の
ニ
鼻
は
「
大
阪
心
斎
橋
筋
南
久
宝
寺
町
高

橋
平
助
・
同
心
斎
橋
筋
南
久
太
郎
町
同
喜
助
」
 で
あ
る
。
併
せ
て
  

裏
表
紙
見
返
し
に
 「
興
文堂
発
行
書
目
、
大
阪
心
斎
橋
筋
南
久
宝寺
町
 

6
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高
橋
平
助
」
 と
し

て
、
橘
窓
茶
話
三
冊
・
た
は
れ
帥
三
冊
・
春
秋

 

左
氏
捷
覧
三
冊
・
源
語
梯
三
冊
（
以
上
出
来
）
・和
訓
集
覧
五
冊

（
近

 

刻
）
の
広
告
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
興
文
堂
高
橋
平
助

 

は
す
で
に
南
久
太
郎
町
よ
り
南
先
隣
の
町
筋
、
南
久
宝
寺
町
に
移

 

っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
因
み
に
、
こ
の
「
橘
窓
茶
話
」
 の
出
願

 

は
、
先
ず
初
編
一
冊
が
安
永
八
年
（

一
七
七
九
）
四
月
、
続
編
一
一

 

冊
丁
数
七
十
二
丁
が

翌
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
五
月
十
四
日
に

 

な
さ
れ
、
同
六
月
六
日
許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
上
中
下
三

 

冊
と
し
て
三
都
四
津
名
で
上
梓
さ
れ
た
の
が
、
先
述
天
明
六
年
五

 

月
で
あ
る
が
、
当
然
、
出
願
時
の
板
元
塩
屋
平
助
の
住
所
は
、
ま

 

だ

「南
久
宝
寺
町
六
丁
目
」
で
あ
る
。
な
お
、
出
願
の
続
編
二
冊

 

が
刊
本
の
中
下
巻
に
相
当
す
る
こ
と
が
、
そ
の
丁
数
の
合
計
よ
り

 

も
推
測
さ
れ
る
。
 

興
文
堂
塩
屋
こ
と
高
橋
平
助
の
広
告
に
あ
る
「
源
語
梯
」
 三
冊

 

の
版
下
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
た
は
れ
ぐ
さ
」
版
下

 

と
同
筆
の
高
安
蔵
屋
で
あ
る
。
い
ま
試
み
に
、
校
合
者
、
作
者
、
 

筆
者
ま
た
双
鈎
者
と
し
て
の
薦
屋
の
住
所
を
、
尋
鶴
大
阪
出
版
書

 

籍
目
録
」
 で
た
ど

つ
て
み
る
と
、
出
願
時
に
届
け
ら
れ
た
町
村
名

 

は
、
は
じ
め
『
浪
速
人
傑
談
』
 に

「
中年
の
後
難
波
村
に
移
り
て
、
 

専
ら
書
耕
し
て
食
衣
に
供
せ
ら
れ
し
と
か
や
」
と
見
え
る
通
り
、
 



安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
が難
波
村
、
同
六
年
（
一
七
七
七
）
に
は
、
 

道
頓
堀
を
越
え
て
島
之
内
の
木
挽
北
町
と
あ
る
が
、
次
第
に
北
に

移
り
、
翌
七
年

（
一七
七
八
）
か
ら
十
年
（
一
七
八
こ
 
に
か
け
て

は
、
長
堀
を
も
越
え
て
南
船
場
の
安
堂
寺
町
五
丁
目
に
住
ん
で
い

る
。
そ
の
間
、
南
久
太
郎
町
六
丁
目
塩
屋
平
助
よ
り
の
出
願
が
多

く
、
御
池
通
六
丁
目
和
泉
屋
文
助
、
鋳
屋
町
河
内
屋
茂
兵
衛
の
所

用
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
蔵
屋
は
さ
ら
に
北
を
目
指
し
、
天
明
四
年
 

（
一
七
八
四
）
に
は
南
久
太
郎
町
四
丁
目
に
移
っ
て
お
り
、
南
久

太
郎
町
六
丁
目
塩
屋
喜
助
出
願
の
「
行
成
卿
仮
名
帖
」
一
冊
の
双

鈎
人
と
し
て
届
け
ら
れ

て
い
る
。
「た
は
れ
ぐ
さ
」
 の
版
下
に
流

麗
な
筆
を
執
っ
た
の
も
、
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
。
天
明
八
年
（
一
七

八
八
）
に
は

一
時
北
平
野
町
九
丁
目
と
あ
る
が
、
寛
政
二
年
（
一

七
九
〇
）
に
は
更
に
本
町
四
丁
目

へ
と
徒
り
、
以
後
は
蔵
屋
残
後

の
出
願
記
録
と
て
、
「
故
人」
と
肩
書
き
が
付
さ
れ
る
に
と
ど
ま

る
。
お
そ
ら
く
寛
政
二
年
後
、
数
年
を
出
で
ず
し
て
、
こ
の
代
表

的
筆
耕
は
世
を
去
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 

七
 

高
安
蔵

屋
、
名
は

和
、
字
は
載
陽
、

通
称
を

荘
次
郎
（
庄
一
一

郎
・
庄
次
郎
）
と
い
う
。
少
年

の
頃
に
は
柳
沢
洪
園
（
一
七
〇
四
ー
 

五
入
）
に
愛
さ
れ
た
と
伝
え
る
（
「近
世
崎
遊
伝
」
）
。学
系
は
よ
く
  

判
ら
な
い
が
、
浪
華
に
祖
像
学
を
伝
え
た
菅
甘
谷
（

一
六
九
〇
ー
 

一
七
六
四
）
晩
年
の
門
弟
と
し

て
（
「甘
谷
先
生
遺
稿
」
に

「門
人
高

載
陽
写
」
と
あ
り
）
、数
か
年
従
学

の
後
、
師
の
残
後
は
こ
の
地
の

学
問
所
で
朱
子
学
を

宗
と
す
る
懐
徳
堂
の
中

井
竹
山
（
一
七
三
O
 

ー
一
八
〇
四
）
に
入
門
し
た
と
も
推
測
さ
れ
る
（
石
井
研
堂
蔵
「
和

漢
年
契
」
佐
藤
一
斎
識
語
。
先
掲
森
銑
三
「高
安
蔵
屋
」
引
）
。懐
徳
堂

の
学
風
に
は
主
流
で
あ
る
漢
字
の
ほ
か
和
学
の
流
れ
が
あ
り
、
も

し
堂
に
入
門
し
て
い
れ
ば
、
和
学
を
も
兼
ね
修
め
る
機
会
を
持
っ

た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
入
江
昌
喜
と
親
し
か
っ
た
こ
と
は
、
斯

学
の
知
識
酒
養
に
少
な
か
ら
ず
役
立
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「在
津
紀

事
」
が
伝
え
る
、
頼
春
水
蔵
の
渡
辺
素
平
の
一
軸
に
、
自
得
開
眼

し
た
か
な
書
の
手
技
も
、
ま
た
漸
く
格
を
出
ず
る
ま
で
に
上
達
し

た
の
で
あ
る
。
 

懇
意
な
書
津
塩
屋
興
文
堂
高
橋
平
助
が
、
雨
森
芳
洲
の
漢
文
随

筆
「
橘
窓
茶
話
」
 に
ひ
き
つ
づ
き
、
こ
れ
も
そ
れ
ま
で
写
本
で
の

み
伝
わ
っ
て
い
た
芳
洲
の
平
が
な
随
筆
『
た
は
れ
ぐ
さ
』
を
上
梓

す
る
に
際
し
、
筆
耕
を
依
頼
さ
れ
た
芦
屋
は
、
漸
く
円
熟
の
域
に

達
し
た
か
な
書
き
の
技
量
を
、
非
凡
な
作
品
内
容
と
過
抜
な
文
章

を
前
に
し
て
、
い
や
が
上
に
も
奮
い
立
た
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
腕
に
維
り
を
か
け
た
そ
の
版
下
の
出
来
映
え
が
、
 

と
り
わ
け
出
色
で
あ
っ
た
の
も
、
よ
く
領
け
る
。

6
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八
 

名
筆
耕
高
安
蔵
屋
は
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
運
筆
の
中
途
に
し

て
、
つ
い
に
切
れ
て
本
音
を
吐

い
て
し
ま
っ
た
。
版
本
「
た
は
れ

ぐ
さ
」
中
巻
二
十
一
丁
表
、
対
馬
の
亀
ト
神
事
に
関
す
る
段
で
、
 

た
だ

ー
か
所
、
は
っ
き
り
と
版
下
書
き
の
立
場
で
、
著
者
の
卜
辞

名
称
の
説
明
に
対
す
る
批
判
の
コ
メ
ン
ト
を
、
片
か
な
文
一
字
下

げ
で
挿
記
し
た
。
も
と
よ
り
、
版
本
以
前
の
旧
写
本
に
は
、
こ
の

一
文
は
見
当
た
ら
ず
、
版
本
で
も
他
の
章
段
で
は
絶
え
て
見
か
け

な
い
、
希
有
な
筆
耕
所
見
で
あ
る
。
 

私
云
、
依
女
ノ
依
ハ
、
え
ノ
仮
名
、
笑
ハ
象
ミ
ノ
仮
名
ナ
リ
、
 

モ
シ
コ
ノ
吐
普
加
身
依
女
ノ
文
字
、
上
代
ョ
リ
カ
ク
書
キ
来

ル
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
、
笑
ノ
説
、
穏
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
似
タ
リ
、
凡
古

事
記
万
葉
集
等
ハ
勿
論
、
順
ノ
和
名
紗
撰
セ
ラ
レ
シ
頃
マ
デ

ノ
書
ヲ
見
ル

ニ
、
仮
名
ヲ
用
ル
事
甚
ダ
正
シ
ク
シ
テ
、
ミ
タ

リ
ニ
其
義
ヲ
誤
ル
事
ナ
シ
、
故
ニ
今
清
書
ス
ル

ニ
、
前
ニ

ハ

 

ト
ケ

 

え
ノ
仮
名
ヲ
用
ヒ
、
後

ニ
ハ
笑
ノ
義
ト
説
ル
ヲ
以
テ
、
裏
ノ

仮
名
ヲ
用
ヒ
タ
リ
、
此
書
ヲ
清
書
ス
ル
ニ
、
カ
、
ル
事
尚
少

カ
ラ
ズ
、
見
ル
人
此
ノ
コ

、
ロ
ヲ
エ
テ
、
見
玉

ハ
ン
事
ヲ
コ

ソ
、
 

和
学
の
心
得
も
あ
っ
た
蔵
屋
は
、
こ
の
芳
洲
の
平
が
な
随
筆
を
  

「
清
書
ス
ル
」
に
当
た

り
、

己
れ
の
仮
名
遣
い
の
知
識
と
違
う
個
 

6
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所
に
会
う
た
び
に
、
こ
れ
と
同
様
の
思
い
を
繰
り
返
し
た
に
相
違

 

な
い
。
自
負
の
学
識
に
触
れ
る
積
り
積
っ
た
マ
グ
マ
が
、
こ
こ
に

 

到
っ
て
筆
耕
の
埼
を
越
え
、
到
底
黙
視
す
る
に
忍
び
ず
、
片
か
な

 

の

一
文
と
な
っ
て
噴
出
し
た
と
解
さ
れ
る
。
 

九
 

そ
れ
に
つ
き
、
薦
屋
は
「
た
は
れ
ぐ
さ
』
 の
書
名
を
ど
の
よ
う

に
解
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
引
、
頼
春
水
の
「
在
津
紀

事
」
 で
は

「
戯草
」
の
字
を
当
て
て

い
る
。
確
か
に

「た
は
れ
ぐ

さ
」
と
聞
け
ば
、
 一
般
に
た
わ
む
れ
に
作
っ
た
草
子
の
意
に
受
け

取
る
。
芳
洲
在
世

の
頃
の
浮
世
草
子
、
都
の
錦
作
 
「
元
禄
大
平

記
」
（
元
禄
十
五
年
〈
一
七
〇一
一
〉刊
）
五
の
三
話
「
是
か
ら
末
は
学

問
の
み
ち
」
の
、
 

そ
れ
叫
議
五
繊

を
は
じ
め
、
か
和
剖

の
た
は
 

1
1
 

翼
に
い
た

 

あ
づ
さ
 

か
ず

 

る
ま
で
、

梓
の
数

年
々
に
ひ
ろ
が
り
、
 

と
い
う
用
例
が
、

『日
本
国
語
大
辞
典
」
 に
引
か
れ

て
い
る
。
代

 

表
的
漢
籍
を
は
じ
め
、
か
な
書
き
の
娯
楽
的
冊
子
ま
で
、
出
版
が

年
ご
と
に
増
え
る
意
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
頃
の
摂
津
伊
丹
の
俳

 

さ
 
と

「
え

 

人
鬼
貫
の
「
仏
兄
七
久
留
菖
』
上
、
夏
の
部
正
徳
二
年
（
一
七
一

一
一
）
の作
中
に
も
、
 



賛
の
巻
を
書
た
る
絵
に
讃

 

物
い
は
ぬ
賛
や
袖
の
た

ハ
れ
く
さ

 

の
句
が
あ
る
旨
、
名
古
屋
大
学
の
塩
村
耕
氏
よ
り
垂
教
に
あ
ず
か

っ
た
。
「源
氏
物
語
」
を
和
語
和
文

の
戯
れ
書
き
と
し
た
上
で
の

句
作
り
で

あ
る
。

一
方
、
「た
は
れ
ぐ
さ
」
は
よ
も
ぎ
の
異
名
と

し
て
、
「日
本
国
語
大
辞
典
」
 に
は
「
新
撰
六
帖
題
和
歌
』
 の
六

帖
よ
り
、
藤
原
信
実
の
、
 

冬
し
け
の
霜
を
い
た
だ
く
つ
く
も
が
み
見
え
し
す
ぢ
な
き
た

は
れ
草
哉

 

の
一
首
を
引
く
。
「
冬
の
草
」
 の
部
の
四
首
目
だ
か
ら
信
実

の
歌

 

で
、
鎌
倉
期
の
作
例
で
あ
る
。
纂
雄
蔽
露
糖
覧

潔
糞

毎
難

碑
「』
標
難
紫
諜
」
絢
縛
範
器

撃
臨

そ
れ
は
と
も
か
く
、
普

 

通
名
詞
、
固
有
名
詞
の
別
を
問
わ
ず
、

「
た
は
れ
ぐ
さ
」
は
頼
春

水
が
充
て
た
よ
う
に
、
「戯
草
」
と
解
す
る
の
が

一
般
で
あ
ろ
う
。
 

十
 

と
こ
ろ
が
、
「た
は
れ
ぐ
さ
」
 の
著
者
雨
森
芳
洲
は
、
本
書
の

こ
と
を

「狂
草
」
と
書
き
記
し
て
い
る
。
寛
保
四
年

（
一七
四
四
）
 

七
十
七
歳
時
に
認
め
た
漢
文
践
や
、
延
享
三
年

（
一七
四
六
）
八

月
十
五
日
付
け
桂
洲
道
倫
宛
て
書
翰
（
塩
村
耕
氏
蔵
）
が
そ
れ
で

あ
る
（
塩
村
耕
「
雨
森
芳
洲
と
「
た
は
れ
草
」
」
、森
川
昭
編
「
近
世
文
  

学
論
輯
」
一
九
九
三
、
和
泉
書
院
刊
所
収
）
。ま
た
、
同
書
の
九
十
一
一

段
に
見
え
る
 
「
た
は
れ
た
る
人
、
ま
た
は
さ
け

に
え
ひ
た
る
も

の
」
 の
用
語
例
も
、
芳
洲
は
狂
人
と
酔
っ
払
い
の
意
味
に
用
い
て

い
る
。
た
だ
ふ
ざ
け
て
い
る
人
の
意
で
は
な
い
。
ま
た
、
狂
歌
の

狂
で
も
な
い
。
 

何
よ
り
も
、
本
書

の
自
序
に
相
当
す

る
第

一
段
冒
頭
の
言
、
 

「
た
は
れ
た
る
も
の

、
こ
と
も
、
か
し
こ
き
人

ハ
え
ら
ふ
と
い

へ

る
を
た
よ
り
と
し
」
云
々
と
い
う
、
著
者
自
ら
書
名
の
由
来
を
表

明
し
た
開
口
の
言
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
自
序

の
形
通
り
、
謙
辞
を
陳

ね
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
出
典
が
 

「史
記
」
准
陰
侯
伝
、
お
よ
び
そ
れ
を
承
け
た

「
漢
書」
韓
信
伝

の
、
「狂
夫
之
言
、
聖
人
択
レ
馬」
（
気違
い
男
の
た
わ
ご
と
で
も
、
聖

人
は
そ
れ
を
選
び
生
か
す
意
。
漢
の
将
軍
韓
信
か
ら
戦
略
を
問
わ
れ
た
虜

将
広
武
君
李
左
車
が
、
そ
の
返
答
に
引
用
し
た
語
）
で
あ
る
事
実
に
想

い
到
れ
ば
、
著
者
の
言
う
「
た
は
る
」
は
戯
る
意
と
は
同
音
異
義

に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
近
世
前
期
、
芳
洲
の
頃

に
は
、
こ
の
よ
う
な
混
用
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

十
一
 

『た
は
れ
ぐ
さ
』
の
著
者
雨
森
芳
洲
は
己
れ
を

「
た
は
れ
た
る

 

も
の
」
、

実
は

「
た
ぶ
れ
た
る
も
の
」
、
す
な
わ
ち
狂
人
に
擬
え
、 
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あ
え
て
児
孫
へ
の
庭
訓
に
托
し
、
ひ
ろ
く
文
物
世
教
へ
の
提
m
l
ロ
の

数
々
を
開
陳
し
た
の
で
あ
る
。
気
ま
ま
な
屈
託
な
い
書
き
散
ら
し

の
営
み
を

「
あ
や
しう
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
」
と

へ
り
下
っ

た
の
は
、
つ
と
に
著
者
が
範
と
し
た

『
つ
れ
づ
れ
ぐ
さ
』
 の
作
者

兼
好
で
あ
っ
た
が
、
本
書
の
「
た
は
れ
た
る
も
の
」
は
出
典
と
の

対
応
よ
り
見
て
も
、
最
初
よ
り
社
会
理
性
喪
失
の
狂
人
を
意
味
し
、
 

単
な
る
遊
び
ご
こ
ろ
の
玩
弄
者
、
陶
酔
者
、
燃
焼
者
な
ど
の
逆
接

表
現
で
は
、
決
し
て
有
り
得
な
い
。
流
麗
な
筆
を
揮
い
、
本
書
の

版
下
筆
耕
に
出
精
し
た
挙
句
、
本
文
の
仮
名
遣
い
に
は
異
を
唱
え

た
薦
屋
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
書
名
の
由
来
を
ど
こ
ま
で
読
み
取

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
儒
学
者
の
頼
春
水
で
す
ら
、
所
詮
「
戯

草
」
止
ま
り
の
漢
字
変
換
に
終
っ
て
い
た
だ
け
に
、
和
学
通
の
薦

屋
で
は
あ
る
が
、
や
や
心
許
無
さ
が
残
る
の
で
あ
る
。
 

十
一
一

 

高
芙
蓉
も
高
安
蔵
屋
も
、
偶
々
と
も
に
高
氏
を
名
乗
る
が
、
芙

蓉
は
郷
里
「
甲
斐
高
梨
」
（
大
典撰
墓
碑
銘
）
の
高
、
蔵
屋
は
姓
を

修
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
も
っ
と
も
芙
蓉
の
場
合
、
実
地
に
甲
斐
の

何
処
を
指
す

の
か
暖
味
で
あ
る
。
『先
哲
叢
談
」
続
編
巻
之
十
高

芙
蓉
の
項
に
、
「
祖
父
 

居
二
甲
斐
高
梨
郡
名
取
邑

一
」
と
あ
る

が
、
甲
州
に
高
梨
郡
と
い
う
郡
名
は
無
い
。
た
だ
同
じ
く
甲
州
は
  

中
巨
摩
郡
に
名
取
と
い
う
字
（
現
竜
王
町
名
取
）
が
あ
り
、
こ
こ
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か
ら
裏
富
士
を
仰
ぐ
と
、
門
弟
杜
俊
民
自
筆
「
印
道
諸
家
確
論
」
 

（
水
田
蔵
、「文
妻
論

叢
」
第
 

3
2
 

号
、
平

成
1
・
3
・
 

1
7
 

、
大
谷
大
拳
文

襲
畢
曾
発
行
に
縮
影
紹
介
）
の
、
「先
生

ノ
生
国

ハ
甲
州
ニ
テ
、
甲

州
ョ
リ
富
士

ハ
前
ニ
連
山
有
之
、
富
士
ノ
峯
斗
リ
見

へ
、
O
如

斯
黒
駒
山
ニ
隔
ラ
レ
、
ツ
ホ
ミ
ノ
ヤ
ウ
ニ
見
ル
事

ユ
ェ
、
先
生
則

号
ト
セ
ラ
レ
タ
リ
」
と
い
う
、
世
芙
蓉
「
菌
苔
居
」
 の
謂
れ
と
も

見
事
に
吻
合
す
る
。
竜
王
町
は
ま
た
、
明
和
事
件
の
軍
学
者
山
県

大
式

（
一七
二
五
ー
六
七
）
の
出
身
地
と
し
て
、
芙
蓉
が
源
発
・
明

発
、
高
籍
・
士
典
、
高
鵠
瑞
・
尭
侯
、
近
藤
斎
宮
、
大
島
逸
記
な

ど
と
、
し
ば
し
ば
姓
名
を
易
え
た
こ
と
と
も
関
連
が
あ
る
の
で
は
、
 

と
勘
繰
り
た
く
も
な
る
。
 

高
安
蔵
屋
の
家
は
浪
華
雑
喉
場
の
富
豪
で
あ
っ
た
と
い
う
（
「浪

速
人
傑
談
」
「近
世
崎
遊
伝
」
）
。た
だ
、
上
述
の
傭
書
家
業
は
難
波

村
を
振
り
出
し
に
、
島
之
内
、
船
場
と
鶏
居
同
然

の
生
涯
で
あ
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
。
郷
貫
の
確
た
る
証
定
を
欠
く
高
芙
蓉
は
、
命

終
の
日
も
二
、
三
の
説
に
分
か
れ
は
す
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
京

都
東
山
区
浄
土
宗
捨
世
派

一
心
院
に
生
前
当
人
が
建
て
た
寿
蔵
碑

が
、
ま
た
東
京
港
区
芝
西
久
保
巴
町
浄
土
宗
光
明
山
天
徳
寺
に
、
 

立
派
な
墓
碍
銘
（
大
典
撲
、
韓
天
寿
書
、
橘
茂
喬

〈初
世
浜
村
蔵
六
〉
 

建
、
池
大
雅
題
字
、
稲
毛
屋
山
集
字
、
台
石
追
記
、
稲
毛
屋
山
識
、
息
恭
 



斎
書
、
羽
倉
太
沖
識
）
が厳
存
す
る
。
か
た
や
高
安
蔵
屋
は
照
年
す

ら
不
明
で
、
そ
の
墳
墓
も
杏
と
し
て
知
れ
な
い
。
不
幸
は
身
後
に

極
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
 

十
三

 

高
芙
蓉
と
高
安
薦
屋
と
い
う
、
京
阪
の
代
表
的
二
筆
耕
を
泣
し

終
え
た
今
、
さ
ら
に

一
人
、
「
高
」
 に
ゆ
か
り
あ
る
「
岡
」
「
丘
」
 

と
修
姓
の
丘
思
純
こ
と
岡
本

遜
斎
（
生
裂
未
詳
）
を
巻
軸
に
据
え

る
。
こ
の
第
三
の
筆
耕
は
居
住
地
で
は
芙
蓉
と
等
し
く
、
同
じ
著

者
の
書
物
に
関
っ
た
点
で
は
蔵
屋
と
有
縁
で
あ
っ
た
。
萱
屋
は
雨

森
芳
洲
の
和
文
随
筆
「
た
は
れ
ぐ
さ
」
の
版
下
を
揮
酒
し
、
遜
斎

は
芳
洲
の
漢
文
を
集
め
、

「橘
窓
文
集
」
を
編
ん
だ
。
も
つ
と
も
、
 

遜
斎
は
も
っ
ぱ
ら
編
纂
校
訂
を
事
と
し
、
序
を
冠
し
て
い
る
が
、
 

筆
耕
作
業
に
携
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
、
版
下
書
き
が
主
な
傭

書
稼
業
と
は
自
ず
と
異
な
り
は
す
る
が
、
知
友
や
書
鼻
の
依
頼
に

応
え
、
他
人
の
著
述
上
梓
に
力
を
貸
し
た
点
で
は
、
筆
耕
蔵
屋
と

大
同
で
あ
る
。
 

丘
思
純
、
名
は
思
純
、
字
は
守
心
、
号
は
遜
斎
、
通
称
正
吉
。
 

岡
本
ま
た
丘
本
氏
を
も
っ
て
丘
氏
を
称
し
た
。
「平
安
人
物
志
」
 

天
明
二
年
（
一
七
八
こ
版
、

学
者
の
部
に
載
り
、
住
所
は
 
「岩

上
仏
光
寺
上
ル
町

」
と
あ
る
。
後
年
、
田
能
村
竹
田
（

一
七
七
七
  

ー
一
八
三
五
）
は
「
屠
赤
項
項
録
」
（
文
政十
二
年
〈
一
八
二
九
〉
成
）
 

巻
二
、
五
、
六
な
ど
に
、
畏
敬
の
筆
も
て
そ
の
人
柄
を
語
っ
て
い

る
（
水
田
稿
「
丘
思
純
と紀
惟
徳
」
、「文
藍
論

叢
」
第
 

1
4
 

号
、
昭

和
 
5
5
 

・
 

3
・
3
、
大
谷
大
撃
文
墓
撃
曾
。
「近
世
日
本
漢
文
畢
史
論
考
」
、昭
和
 

6
2 
・
1
・

1
、

汲
古
書
院
刊
に
再
録
）
。竹
田
の
言
に
よ
る
と
、
遜
斎

の
住
ま
い
は
千
本
通
錦
小
路
で
医
を
業
と
し
、
隠
居
講
学
、
堀
南

湖
の
学
脈
を
伝
え
、
経
史
の
ほ
か
天
文
地
理
小
説
等
に
も
精
し
く
、
 

詩
文
も
巧
み
で
あ
っ
た
が
、
閑
居
昇
息
し
跡
を
晦
ま
す
ゅ
え
、
世

に
知
ら
れ
て
い
な
い
由
で
あ
る
。
葬
所
等
の
記
録
す
ら
無
い
。
 

岡
本
遜
斎
は
雨
森
芳
洲
の
「
橘
窓
文
集
」
 二
巻
二
冊
を
編
纂
し
、
 

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
十
月
、
京
都
の
斎
藤
荘
兵
衛

・
大
塚
善

兵
衛

・
吉
田
新
兵
衛
三
津
よ
り
上
梓
し
、
そ
の
由
来
を
記
し
た
編

者
の
序
は
、
義
弟
の
書
家
紀
惟
徳
（
白
井
元
蔵
）
に
筆
を
執
ら
せ

て
い
る
。
文
中
、
遜
斎
は
木
門
十
哲
の
一
人
芳
洲
と
の
縁
故
を
、
 

「
余也
沿
ニ
干
木
門
末
派
一
」
と
、同
じ
く
京
学
系
、
木
下
順
庵
の

学
統
に
連
な
る
事
実
に
求
め
て
い
る
。
遜
斎
の
師
筋
堀
南
湖
は
木

下
順
庵
の
外
孫
に
当
た
る
。
ま
た
田
能
村
竹
田
は
同
臭
の
雅
儒
村

瀬
拷
亭
と
、
か
ね
て
崇
敬
す
る
こ
の
隠
儒
遜
斎
に
も
、
わ
が
会
心

の
編
著
「
填
詞
図
譜
」
 二
巻
二
冊
（
文
化
」
犀

刊
）
の
序
を
嘱
し

た
。
文
化
二
年
（

一
八
〇
五
）
秋九
月
、
遜
斎
は
本
書
に
序
し
、
 

同
冬
十
一
月
に
は
故
実
家
橋
本
経
亮

（
一
七
六
〇
ー
一
八〇
六
）
の
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「
梅
窓
筆
記
」
二
巻
二

冊
（
文
化
」
年

刊
）
に
も
序
を
贈
っ

て
い

る
。
 

十
四

 

こ
れ
よ
り
早
く
、
岡
本
遜
斎
は
寛
政

二
年
（

一
七
九
〇
）
春
一
一

月
、
再
版
本

の
「
心
学
文
集

」
巻
頭
に
題

m
l
ロ
を
冠
し

て
い
る
。
本

書
は

つ
と
に
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
刊
行
さ
れ

た
陽
明
学
の
中

江
藤
樹
・
熊
沢
蕃
山
著
「
儒
生
雑
記
」
五
巻
五

冊
の
改
題
本

で
、
 

四
都
五
津

よ
り
発
刊
さ
れ

た
刊
記
に

も
、
「
元
禄
ニ
年
己
巳
原
刻

寛
政
元
年
己
酉
再
板

」
と
断
っ

て
あ
る
。
実
に

一
世
紀
前
の
版
木
 

（
大塚
屋
清
兵
衛
開
板
）
で
あ
る
。
発
行
書
津

よ
り
こ

の
再
版
改
題

本

の
校
訂
を

依
頼
さ
れ

た
遜
斎
は
、

「如
二
其
れ
学
術
「
余

別
有

レ

論
、
不
レ
賛
二
干
此
「
寛
政
庚
戊
春
二
月
 
平
安
丘
思
純
識

」
と
結

び
な
が
ら
、
文
中
、

「
今
也
欲

レ
訂
レ
之
、
毎
r
復
文
献
可

フ
徴
実
、
 

余
嘗

蔵
ニ
藤
樹
文
集
「

戊
申
之

災
、
難

レ
属
二
鳥
有
」
披
覧
之
熟
、
 

紡
梯
記

レ
之
、
因

レ
此
推

レ
之
 

」
云
々
と
、
所
収
作

品

の
著
者

の
識
別
が
明
確
で
な

く
と
も
、
内
容
が

ら
藤
樹
、
蕃
山
両
先
生

の

い
ず
れ
か

の
著
述

に
違

い
な
い
旨
を
述
べ
、

そ
れ
を
朱
子
に
於
け
  

る
『
二
程
遺
書
」
「
二
程
外
書
」
編
集
と

の
関
係
に
擬
え

て
い
る
。 
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昔
者
晦

翁
ポ
本
録
二
程
之

語
「
汎

称
ニ
程
子
）
不
二
復
識
別
一

 

蓋
以
二
其
道
同
弘
耐
合
也
、
夫
蕃
山
之
於
ニ
藤
樹
「
出
処
難

レ
異

 

淵
源
完
同
、

何
必
費
二
分
疏
於
其
間

一
哉
、
 

校
訂
者
岡
本
遜

斎
は
、

学
系
よ
り
す
れ
ば

当
然
程
朱
学
派
で

あ

 

る
が
、
そ
の
己
れ

を
信
頼
し

て
く
れ
る
書
津
か
ら

の
依
嘱
で
あ
れ

 

ば
、
ま
し

て
こ
の
す
ぐ
れ
た
陽
明
学

の
先
学
の
著
述

校
訂
で

あ
れ

 

ば
、
諾
す
る
の
に
斉
か

で
は
な
か
っ

た
ら
し
く
、
題
言
に

は
正
直

 

に
経
緯
と
そ

の
立
場
と
を
記
述
し

て
い
る
。

一
切
内
容
に

わ
た
ら

 

ず
、
只
管
本
文
に
忠
実
で

あ
る
べ
き
版
下
筆
耕
で
あ
れ
ば
、

も
と

 

よ
り
言
う
ま
で
も

な
い
が
、

校
訂
者
贈
序
者

で
あ
っ

て
も
、
こ
の

 

遜
斎
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
 
一
々
著
者

の
学
統
に
拘
っ

て
は
居
ら

 

れ
な
い
の
が

現
実
と
い
う
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

本
書
の
発

行
は
、
 

題

m
l
ロ
の
年
記
よ
り
考
え

て
、
実
際
に

は
寛
政

二
年
以
後
で

あ
ろ
う
。
 

そ
れ
に
し
て
も
、
高
芙
蓉
、
高
安
麓
屋
、
そ
し
て
岡
本
遜
斎
が
と

 

も
に
、

精
粗

の
差
こ
そ
あ
れ
、

伝
状

の
細
部
に

不
明
の
部
分
を
残

 

し
て
い
る
の
も
、
思
え
ば
悲
し

い
暗
合
で
あ
ろ
う
。
 

（
大
谷
大
学
講
師）
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